第1学年　道徳学習指導案
１　主題名　　みんながにこにこ　　４－（１）公徳心，規則の尊重
２　資料名　　みんなのこうえん　（出典　「みんなのどうとく」　学研）
３　主題設定の理由
（1） ねらいとする価値について
みんなが気持ちよく生活するために、きまりや規則を守ることは欠かせない。しかし、単にきまりや規則を守ることを求めるだけでは不十分である。なぜきまりや規則が必要なのかを考えさせ、主体的にきまりや規則を守ろうとし、身につけようとする気持ちや、自分たちで気持ちよく過ごす場を作り出していこうとする態度を育てたい。　
（2） 子どもの実態について
入学して半年が過ぎ、子どもたちは学校という集団生活を通して、多くのきまりや規則を学んできた。本学級の子どもたちは素直な子が多く、言われたことに対し一生懸命努力したり、よいことを率先して行ったりしようとする。また、時間を守って行動したり、順番を守って遊んだりするなど、みんなで気持ちよく過ごすためにきまりや規則を守れる子が多くなってきた。一方で自己中心性が強い傾向も残っているため、時折自分の興味・関心が先に立ち、周囲のことを考えずに、自分勝手な行動をとってしまう子もいる。
１学期、２学期と公園探検に出かけたが、順番を守り、みんなで楽しく遊んでいる子がいる中で、周りの子の迷惑を考えず、自分勝手な遊び方や、危険な遊び方をする子がいた。
きまりや規則を守って行動している子たちがたくさんいるので、その子たちの思いや行動を周りへと広げていきたい。本時を通して学校生活や家庭生活において、きまりや規則を守り、自分たちの力で気持ちよく過ごせるように意識して行動していくことができる子どもたちになることを願っている。
（3） 資料について
　本資料には、いろいろな人が集まっている公園の様子が描かれている。そこには、楽しく過ごしていたり、困っていたり、自分勝手な行動をしていたりする人がおり、子どもたちにとってその状況が把握しやすくなっている。公園という身近な題材なので、自分の経験と資料を重ね合わせることができるだろう。
　本時では、気持ちよく過ごしている人を赤、気持ちよく過ごせていなかったり周りに不快な思いをさせたりしている人を黒としてシールで色分けして分類していく。すると、楽しそうに見える公園の中にも、楽しくない要素があることが分かってくる。自分は楽しくても、きまりや規則を守らないことで、周りの人に迷惑をかけることもあることに気づかせたい。主発問では、黒シールを赤シールに変えるために、自分と他人という双方の観点からどうしたらいいのか考えることで、どんなことに気をつければ、周りも自分も気持ち良く過ごすことができるようになるのか考えさせたい。そして、自分たちの力で気持ちよく過ごせるようになることに気づかせていきたい。
４　本時のねらい
　　　みんなで気持ちよく活動するために、自分には何をすることができるか考え、行動しようとする態度を育てる。
５　本時の展開
	
	○学習活動　　主な発問と予想される子どもの反応
	◎指導上の留意点

	導入
	
○公園探検の時の様子を写真で見る。
　・みんなで楽しく遊んだね。ごみ拾いをしたね。
	○公園探検の写真を見て、楽しかったことを思い出させる。

	展開
	○資料「みんなのこうえん」を見て、話し合う。

○気持ちよく、楽しく過ごせている人“ふわふわさん”に、赤シールを貼る。
・赤ちゃんと散歩している人は楽しそう。
・砂場で遊んでいる子たちは仲良しだね。
・楽しくなさそうな人もいるよ。
○周りに不快な思いをさせている人“ちくちくさん”に黒シールを貼る。
　・ベンチに立って椅子を汚しているから。
　　・ブランコを独り占めしているよ。
　・ごみを落として、公園を汚しているよ。

○どうしたら“ふわふわさん”になれるか考える。
・落ちた袋をごみ箱に捨てたらいいよ。
・椅子についた土をはらえばいいよ。
・ブランコをゆずってあげるといいよ。
・「だめだよ。」って教えてあげる。
○“ふわふわさん”になる方法を考えることで、黒シールを赤シールに変えていく。

	◎“ふわふわさん”や“ちくちくさん”がどういう人なのか押さえてからシールを貼らせていく。
◎“ふわふわさん”に赤シールを貼っていくことで、すべての人が気持ちよく過ごしているわけではないことに気づかせる。
◎なぜ黒色のシールを貼ったのか、なぜその行為がだめなのかをしっかり考えさせる。
◎きまりや規則を守らないと、周りの人に不快な思いをさせてしまうことに気づかせ、きまりや規則を守る必要性を押さえる。
◎注意するというような意見が多く出た時には“ちくちくさん”がどう行動したら、“ふわふわさん”になれるかも考えさせ、周りを見て自分で行動することで、“ふわふわさん”になれることに気づかせる。
◎注意したり教えたりする際には、相手に伝わるような声のかけ方を考えさせる。また、役割演技などもさせる。

	終末
	○ふりかえりを書く。
○教師の説話を聞く。
	◎小学生の時に、声をかけてもらったことで、決まりを守れず周りに迷惑をかけていたことに気づけた経験を話す。


６　本時の評価
　みんなで気持ちよく活動するために、周りの人のことを考え、約束や決まりを守って行動していこうとする気持ちを持つことができたか。
公園探検の様子を思い出してみよう。








この公園で“ふわふわさん”はどの人かな？








どうしたら“ちくちくさん”が“ふわふわさん”になれるかな。














